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設
工
事
量
一
六
兆
三
、五
〇
〇
億
円
の
六
％
ほ
ど
に

過
ぎ
な
い

③ 

そ
の
う
ち
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
接
施
設
の
工
事
は
僅

か
一
〇
％
で
、
残
り
九
〇
％
は
道
路
、
上
下
水
道
な

ど
社
会
資
本
の
充
実
に
属
す
る
工
事

④ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
工
事
の
大
部
分
を
占
め
る
社
会

資
本
の
充
実
の
た
め
の
工
事
は
、
向
こ
う
約
二
〇
年

間
の
総
事
業
費
を
約
四
二
兆
円
と
す
る
長
期
計
画
の

一
端
が
、
た
ま
た
ま
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
備
え
て

東
京
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

　

こ
れ
は
一
九
六
四
年
五
月
、
東
京
五
輪
の
直
前
に
書

か
れ
て
い
る
。
著
者
は
翌
年
に
も
東
京
五
輪
の
直
接
お

よ
び
間
接
事
業
費
に
は
用
地
買
収
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

て
す
べ
て
が
建
設
工
事
費
で
は
な
い
と
し
、
五
輪
関
連

の
工
事
が
建
設
業
界
に
ブ
ー
ム
を
も
た
ら
し
た
と
す
る

見
方
に
異
論
を
唱
え
て
い
る
。

　

実
際
に
ど
う
だ
っ
た
の
か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、

日
本
は
高
度
経
済
成
長
の
反
動
も
あ
っ
て
一
九
六
四
年

後
半
か
ら
一
九
六
五
年
後
半
に
か
け
て
景
気
が
下
降
局

面
に
入
っ
た
。
非
住
宅
を
中
心
と
し
た
民
間
建
設
投
資

も
減
少
し
、
一
九
六
五
、一
九
六
六
年
と
も
に
国
内
で

六
、〇
〇
〇
件
を
超
え
た
企
業
倒
産
の
う
ち
建
設
業
は

二
〇
％
近
く
を
占
め
た
。
だ
が
、
日
本
の
建
設
投
資
は

底
堅
く
、
一
九
六
五
年
度
以
降
も
右
肩
上
が
り
で
推
移
。

経
済
成
長
率
の
鈍
化
で
建
設
業
も
倒
産
件
数
が
増
え
る

な
ど
大
き
な
影
響
を
受
け
た
が
、
東
京
五
輪
後
に
建
設

需
要
が
激
減
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
た
先
の
指
摘
は
的

六
ポ
イ
ン
ト
程
度
押
し
上
げ
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

　

だ
が
、
東
京
五
輪
後
に
相
応
の
反
動
減
が
生
じ
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
ず
、「
建
設
投
資
の
ブ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・

バ
ス
ト
に
よ
る
わ
が
国
経
済
の
大
き
な
振
幅
を
い
か
に

軽
減
す
る
か
は
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
」
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
厳
し
い
予
測
が
あ
る
だ

け
に
、
や
は
り
建
設
業
界
か
ら
甘
い
見
通
し
の
声
が
聞

か
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

 

一
九
六
〇
年
代
、工
事
量
激
減
の
予
測
に
反
論

　

さ
て
、
最
初
の
東
京
五
輪
が
開
か
れ
た
一
九
六
〇
年

代
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
時
代
背
景
は
大
き
く

違
う
も
の
の
、
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
現
在

と
共
通
す
る
点
も
少
な
く
な
い
。

　

国
立
代
々
木
競
技
場
や
日
本
武
道
館
、
駒
沢
体
育
館

な
ど
の
競
技
施
設
を
は
じ
め
、
東
海
道
新
幹
線
、
羽
田

空
港
と
浜
松
町
駅
を
結
ぶ
モ
ノ
レ
ー
ル
、
高
速
道
路
、

上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
含
め
る
と
、
当
時
の
五

を
射
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

海
外
進
出
振
興
は
長
年
の
テ
ー
マ

　

そ
し
て
一
九
六
五
年
一
月
に
は
現
在
の
建
設
業
界
の

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
興
味
深
い
こ
と
が
、
参

議
院
本
会
議
の
外
交
・
内
政
問
題
に
関
す
る
代
表
質
疑

で
や
り
取
り
さ
れ
て
い
る
。
建
設
業
の
海
外
進
出
で
あ

る
。

　

日
本
の
建
設
業
の
海
外
工
事
量
が
大
手
企
業
で
も
二

％
に
達
せ
ず
、
外
国
企
業
の
二
五
％
程
度
と
比
べ
て
大

幅
に
低
い
状
況
か
ら
、
国
と
し
て
現
行
制
度
を
ど
う
改

善
し
て
い
く
の
か
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
当
時
の
田
中
角
栄
大
蔵
大
臣
は
建
設

業
の
海
外
進
出
を
振
興
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
、

一
九
六
五
年
度
に
実
施
す
る
税
制
改
正
の
内
容
を
説
明
。

小
山
長
規
建
設
大
臣
も
「
建
設
業
と
い
う
も
の
は
、
強

い
力
を
持
っ
て
お
り
な
が
ら
、
今
日
ま
で
海
外
進
出
の

実
績
が
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
中
小

の
建
設
業
者
、
国
内
に
お
け
る
中
小
の
建
設
業
者
対
策

の
た
め
に
も
、
大
企
業
で
あ
る
建
設
業
者
の
海
外
進
出

が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
う
い
う
考
え
方
か
ら

…
」
と
述
べ
、
金
融
や
保
険
な
ど
の
面
か
ら
も
振
興
策

を
講
じ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
示
し
た
。
輸
出
振
興

に
力
を
注
ぐ
当
時
の
日
本
で
は
、
建
設
業
の
海
外
進
出
、

と
り
わ
け
中
小
企
業
対
策
の
た
め
に
も
大
手
企
業
の
海

外
進
出
を
支
援
し
て
い
く
政
策
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

輪
関
連
工
事
は
相
当
量
に
上
っ
た
。

　

こ
う
し
た
関
連
工
事
が
活
況
を
呈
す
る
の
を
見
て
、

そ
の
当
時
も
東
京
五
輪
後
に
日
本
の
建
設
需
要
は
大
き

く
減
少
す
る
と
の
予
測
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
に
対

し
、
鹿
島
建
設
㈱
会
長
で
参
議
院
議
員
を
務
め
て
い
た

鹿
島
守
之
助
氏
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
境
に
建
設
工
事

量
が
激
減
す
る
と
い
う
よ
う
な
現
象
は
起
こ
り
そ
う
に

な
い
。
建
設
需
要
は
根
深
い
も
の
が
あ
り
、
建
設
市
場

は
そ
れ
ほ
ど
底
の
浅
い
も
の
で
は
な
い
」（『
続　
わ
が
経

営
を
語
る
』
鹿
島
研
究
所
出
版
会
）
と
反
論
し
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
次
の
事
項
を
挙
げ
て
い
る
。

① 

実
際
の
と
こ
ろ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
接
工
事
は
こ
れ

に
携
わ
る
各
社
に
と
っ
て
は
そ
の
全
工
事
量
の
中
の

僅
か
な
一
部
に
過
ぎ
な
い

② 

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
度
か
ら
三
十
八

（
一
九
六
三
）
年
度
ま
で
の
高
速
道
路
の
建
設
そ
の

他
の
関
連
工
事
を
含
め
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
工
事

の
量
は
約
九
、六
六
一
億
円
で
、
同
期
間
の
全
国
建

　

現
在
、
国
は
日
本
企
業
に
よ
る
海
外
イ
ン
フ
ラ
輸
出

や
中
堅
・
中
小
建
設
業
の
海
外
展
開
に
向
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
策
に
注
力
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
建
設
業

の
海
外
進
出
を
め
ぐ
る
議
論
は
す
で
に
一
九
六
〇
年
代

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
当
時
と
現
在
で
は
日
本
の

建
設
企
業
に
よ
る
海
外
受
注
高
は
大
き
く
異
な
る
。
し

か
し
、
仮
に
二
〇
二
〇
年
東
京
五
輪
以
降
に
建
設
需
要

が
大
き
く
減
少
す
れ
ば
、
建
設
業
の
海
外
進
出
が
あ
ら

た
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
必
至
で
あ
ろ
う
。

　

建
設
業
の
海
外
展
開
は
こ
れ
ま
で
、
国
内
建
設
需
要

の
低
迷
に
伴
っ
て
取
り
ざ
た
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

建
設
需
要
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
た
二
〇
一
〇
年
五

月
、
国
土
交
通
省
の
成
長
戦
略
会
議
は
最
終
報
告
で

「
縮
小
す
る
限
ら
れ
た
パ
イ
の
分
配
に
依
存
す
る
従
来
型

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
、
国
土
交
通
分
野
の
成
長
を
描
く
こ

と
は
困
難
」
と
指
摘
。
そ
の
上
で
、
五
つ
の
成
長
分
野

の
一
つ
に
「
国
際
展
開
・
官
民
連
携
」
を
位
置
付
け
た
。

　

そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
需
要
や
安
倍
政
権

に
よ
る
経
済
政
策
を
背
景
と
し
た
民
間
投
資
の
活
発
化

な
ど
で
建
設
工
事
量
は
上
向
き
、
成
長
戦
略
会
議
の
最

終
報
告
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
六
年
前
と
は
市
場
環
境

に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
建
設
業
界
が
新

た
な
成
長
戦
略
を
描
か
な
く
て
は
い
け
な
い
状
況
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
一
時
的
な
建
設
需
要
の
増

加
を
背
景
に
海
外
進
出
な
ど
に
慎
重
な
姿
勢
を
貫
き
、

将
来
に
向
け
た
国
内
需
要
の
変
化
に
ど
う
対
応
す
る
か

と
い
う
問
題
を
先
送
り
し
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。

れ
ま
で
に
幾
度
と
な
く
厳
し
い
経
営
環
境
に
さ

ら
さ
れ
て
き
た
建
設
業
界
。
こ
の
た
め
か
需
要

こが多少
上
向
こ
う
と
も
先
行
き
に
対
し
て
慎
重
な
見
方

を
す
る
経
営
者
は
多
い
。

　

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
以
下
「
東
京
五
輪
」）
の
開
催
が
決
ま
っ
た
時
も
建

設
業
界
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
事
業
が
動
き
始
め
る

こ
と
を
期
待
す
る
一
方
で
、
東
京
五
輪
後
に
需
要
が
減

少
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ポ
ス
ト
東
京
五
輪
」
不
況
を
ど

う
し
の
ぐ
の
か
に
つ
い
て
早
く
も
心
配
す
る
声
が
聞
か

れ
て
い
た
。

　

日
本
銀
行
調
査
統
計
局
が
ま
と
め
た
リ
ポ
ー
ト
に
よ

る
と
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
東
京
五
輪
関
連
の
建
設
投

資
が
会
場
設
備
だ
け
で
な
く
宿
泊
や
交
通
、
再
開
発
な

ど
と
い
っ
た
間
接
的
な
需
要
も
含
め
て
総
額
一
〇
兆
円

程
度
に
達
す
る
場
合
、
建
設
投
資
が
大
き
く
増
加
す
る

可
能
性
の
あ
る
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
一
八
年
に
か
け

て
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
水
準
を
二
〇
一
四
年
比
で
〇
・
四
〜
〇
・

建
設
業
界
の
懸
念 「
ポ
ス
ト
五
輪
」不
況
は
来
る
か
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ぽ


